
(１)

　井原市では、ふるさとの魅力的な「もの」「ひと」「しごと」と出逢い、

関わる機会を学校や地域等の様々な場面で用意し、ふるさとや地域社会へ

の関心を高め、魅力の向上や課題の解決に能動的に取り組む人材『井原“志”

民』の育成をめざしています。

　令和元年度より、井原中学校区が岡山県のモデル校指定を受けており、

今年度中学２年生の総合的な学習の時間のテーマを『井原応援プロジェク

ト』と題し、学区内の幼稚園・小学校や井原商工会議所青年部と連携をと

りながら、井原駅前イルミネーションイベント『ミナクルネ』を盛り上げ

ることでふるさとを元気にする企画に取り組んでいます。

　このような取組を通して、地域・家庭・学校が総ぐるみで「ひとづくり」

を進める機運の醸成を進めています。

―幼児教育と小学校教育のスムーズな接続をめざして―
「保幼小接続カリキュラム」の実施

―幼児教育と小学校教育のスムーズな接続をめざして―
「保幼小接続カリキュラム」の実施

「保幼小接続カリキュラム」って？

　年長（５歳児）の秋（10月頃）から、小学校１年生の１学期（７月頃）

までの時期を「接続期」ととらえ、保育園・幼稚園・小学校の教職員が、

この時期の子ども達に育てたい力を共通理解して教育を進めていくための

カリキュラムです。
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「ふるさと井原の未来を創る
　　　　　 ひとづくり事業」の推進
「ふるさと井原の未来を創る
　　　　　 ひとづくり事業」の推進
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幼児教育

「遊び」を通して

行う総合的な学び

接続的（年長10月頃）

　　　〜1年生1学期

○生活する力

○人とかかわる力

○学ぶ力を育てる

小学校教育

教科書の学習を中

心とした学び

 保、幼、小合同の教員研修

・互いの保育・授業を見る

・子どもの様子を情報交換

  する

 子ども同士の交流

・小学校って楽しそう

・優しい上級生や先生

  がたくさんいるよ

 持続カルキュラムの実施

・保育園、幼稚園での学びを

  小学校での学びにつなげる

・10分、15分のモジュール学習

  から徐々に45分の授業に慣

  れていく

教員が授業中でも１人

ひとりの反応を把握で

きる

・各人が同時に別々の

　内容を学習

・個々人の学習履歴を

　記録できる

１人ひとりの考えをお

互いにリアルタイムで

共有できる

一人ひとりの反応を踏

まえた双方向型の一斉

授業が可能

個々の学習ニーズや学

習状況に応じた個別学

習が可能

各自の考えを共有し、

多様な意見にも触れる

ことができる

学びの深化

学びの転換

（文部科学省ホームページから抜粋）

学校の教育用
コンピューターの台数

 
 4.1人に１台

↓

１人１台

学校でのＩＣＴ機器の
使用

 
授業時間が少ない

↓

授業で積極的に使用

これまでの教育×ICT
＝学習の充実、主体的・対話的・深い学びへの授業へ

子どもたちの家庭での
ＩＣＴ機器の使用

チャットやゲームなど
遊びの使用

↓
家庭学習でも使用

１人１台端末の学習効果




